
大学コンソーシアム佐賀共通教育科目シラバス 

開講年度 平成２７年度 開講学期 前学期   後学期   通年 

科目名 現代と人間 

担当教員（所属） 髙石 伸人（非常勤講師） 

単位数 ２単位 

曜日・校時 木曜日２校時（10:30～12:00） 

曜日・校時 追記（授業形態） （対面授業・同期型遠隔授業） 

講義概要（開講意図・ 

到達目標を含む） 

何人かの先達にならって、この授業でも黒焦げの骸(むくろ)としての死体の根源的な平等というところから、人

間について考える。そこを光源として、まさにリアルタイムの実存を多角的に映しながら、これからの地球規模

の共存の歩みに、どのような道づくりが可能か概説する。 

聴講指定 特になし 

履修上の注意 ・新聞の社説欄にも目を通すように心掛けてほしい。 

・授業の毎回、配布資料の復習をすること 

授業計画 １．授業の水先案内(テーマ) 内容とテキストの著者 

２．死ぬ１         屍体について(栗原貞子、原民喜、小田実) 

３．死ぬ２         難死／玉砕について(下鴨哲朗、阿波根昌鴻) 

４．弄ぶ          臓器移植・延命治療について(立岩真也) 

５．飾る          安楽死・尊厳死について(山口研一郎) 

６．選ぶ          出生前診断・障害について(玉井真理子) 

７．操る          人体改造について(森岡正博) 

８．産まれる        生老病死の現在(山折哲雄) 

９．侵す・壊す       自然・時間・地球環境について(藤田省三、槌田劭) 

１０．喰う          ニヒリズム・階級について(水木しげる、宮澤賢治) 

１１．殺す          修羅・いのちについて(宮澤賢治、最首悟) 

１２．虐める・傷つける    マイノリティ・暴力について(鶴見俊輔、辛淑玉) 

１３．病む          十全性・隠喩について(シーザン・ソンダグ、小泉義之) 

１４．償う          責任・死刑制度について(原田正純、最首悟) 

１５．まとめ 

成績評価の方法と基準 平常点２０％、レポート８０％ 

教科書  

資 料 名 著 者 名 
発行所名 

・発行者名 
ISBN・ISSN 

出版  

年 

     

参考図書  

資 料 名 著 者 名 
発行所名 

・発行者名 
ISBN・ISSN 

出版  

年 

「いのち」から現代世界を考える 高草木光一 岩波書店   

「痞」という病いからの 最首 悟 どうぶつ社   

リンク 

 

 

 

名  称  U R L 

  

オフィスアワー  

その他  

 


